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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
P
J
座
長　

保
坂
れ
い
子（
ネ
ッ
ト
鎌
倉
/
市
議
）

海
洋
プ
ラ
対
策
は

　
　
大
き
な
視
点
も
大
切

　　
環
境
省
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
戦
略
小
委
員
会
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
日
本
か
ら
海
洋
に
流
出
し

て
い
る
プ
ラ
は
推
計
年
間
2
〜
6 

万
ト
ン
で
、
世
界
全
体
で
の
海
洋 

流
出
が
数
百
万
ト
ン
と
推
計
さ
れ

る
の
に
対
し
て
は
多
く
あ
り
ま
せ 

ん
。ま
た
、
同
省
に
よ
る
漂
着
ご
み

の
調
査
で
は
、
調
査
し
た
10
地
点

全
て
で
外
国
製
の
P
E
T
ボ
ト
ル

が
見
ら
れ
、
漂
着
プ
ラ
ご
み
の
4 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
以
下
プ
ラ
）の
年
間
生
産
量
は
、過
去
50
年
で
20
倍
に
増
大
し
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
の
は
、
生
産
量
全
体
の
わ
ず
か
9
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。処
理
さ
れ
な
か
っ
た
プ
ラ
は

自
然
界
で
分
解
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
半
永
久
的
に
存
在
し
続
け
ま
す
。特
に
5
ミ
リ
以
下
の
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋
汚
染
の
実
態
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
プ
ラ
ご
み
へ
の
関
心
は
世
界

的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

割
〜
5
割
強
（
重
量
比
）
が
漁
具
等

の
漁
業
系
廃
棄
物
で
あ
る
の
に
対

し
、
P
E
T
ボ
ト
ル
類
は
７ 

・ 

3
％
、
レ
ジ
袋
を
含
む
ポ
リ
袋
は 

0 

・ 

4
%
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、 

地
球
的
規
模
の
海
洋
プ
ラ
汚
染
の
改

善
に
向
け
て
は
、
プ
ラ
ご
み
処
理
の

仕
組
み
が
未
整
備
な
国
へ
の
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
も
、
日
本
の
果
た

す
べ
き
役
割
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

使
い
捨
て
プ
ラ
の
削
減
も

　

　
私
た
ち
が
日
々 

の
暮
ら
し
の
中
で 

で
き
る
こ
と
と
し 

て
、
使
い
捨
て
プ
ラ 

の
３
R
が
重
要
で 

あ
る
こ
と
に
変
わ 

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

日
本
は
1
人
当
た 

り
の
容
器
包
装
プ 

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み 

の
発
生
量
が
世
界 

第
2 

位
、
国
内
で
年

間
に
流
通
す
る
レ
ジ

袋
の
枚
数
は
推 

定

4
5
0
億
枚
で
す
。 

　
レ
ジ
袋
に
つ
い 

て
は
、
亀
岡
市
の
よ 

う
な
取
組
み（
下
記
）

が
あ
り
ま
す
が
、
政

府
も
先
頃
全
て
の

小
売
店
に
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
義

務
付
け
る
こ
と
を
決
定
、

2
0
2
0
年
7
月
か
ら
全
国
一
律

で
有
料
化
（
袋
の
金
額
は
各
店
舗

が
設
定
）
が
行
わ
れ
ま
す
。使
い
捨

て
プ
ラ
の
排
出
量
を
2
0
3
0
年

ま
で
に
25
%
減
ら
す
と
い
う
目
標

も
示
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、

マ
イ
バ
ッ
グ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
は
必

携
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
手
法
の
問
題

　
よ
り
本
質
的
な
取
組
み
は
リ

デ
ュ
ー
ス（
削
減
）で
す
が
、リ
サ
イ

ク
ル
の
現
状
に
つ
い
て
も
チ
ェ
ッ

ク
が
必
要
で
す
。世
界
全
体
で
の
廃

プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
14
％
で

あ
る
の
に
対
し
、日
本
で
は
86
％
と

高
率
で
す
。し
か
し
、
そ
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
58
%
は
、燃
や
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
を
す
る
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
で
、別
の
プ
ラ
製
品
に
再
生

京都府亀岡市の
　 　プラスチックごみ削減の取組み
　環境政策課 山内剛さんのお話から

●海洋プラスチックの8割以上は、陸上で発生し
　て海に流入したもの。市内を流れる保津川の環
　境保全に取組んできた亀岡市は2012年に内陸
　部の自治体で初めて「海ごみサミット」を開催。
●2018 年 5 月に市内のスーパー・小売店舗と、
　レジ袋有料化・エコバックの使用推進の協定を
　結び、同 12 月に「プラごみゼロ宣言」、2020 年
　のレジ袋禁止条例の制定・施行を目指す。

ー生活クラブ生協神奈川
と神奈川ネット共催の

Vision 講座ー
　10月19日

気候変動と海洋プラスチック問題
　プロダイバー・環境活動家 
　　　　　　　　　武本匡弘さんのお話から

●地球温暖化と海洋プラスチックの両方が海の
　環境悪化に拍車をかけている。
●海洋汚染の大きな原因に漁具の放置・投棄や
　流出がある。国の漁業振興の補助金を漁具の
　処分費にも当てるべき。
●日本の牡蠣の養殖筏のプラスチックパイプが
　広い海域に拡散。
●漂着・浮遊の海洋プラスチックは一部で、7割

は海底に沈殿。
ー神奈川ネット
　湘南ブロック
連絡会学習会ー
10月14日

ごみを出し続ける生活の見直しを

　　　　　　　　　　　　　高津Weネット 萩原つなよ

川崎ブロック協議会
環境プロジェクトで
は、プラごみ問題の調
査研究の一環として、
昭和電工（10/17）に
続いて、 10 月 23 日
に川崎市浮島処理セ
ンター資源化処理施

設を見学しました。この施設ではミックスペーパーと
容器包装プラの中間処理をしており、資源化物中の異
物を取り除き、ベールにして、リサイクル工場に送りま
す。プラごみ処理工程では、金属類や、ハンガーなどの製
品プラが10％程度混じっているほか、油汚れのあるも
の、ストローなど、燃やすごみに分別すべき異物を取り
除くのに、10 人以上の作業員がレーンに張り付いてい
ました。ごみの出し方の周知啓発も必要ですが、ごみを
出し続ける生活を見直し、廃棄物の削減を目指します。

材料
23%

ケミカル
4%

サーマル
58%

有効利用が
されない
14%

す
る
材
料
リ
サ
イ
ク
ル
は
23 

％
、

燃
や
さ
ず
に
熱
分
解
し
化
学
的
に

処
理
す
る
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

は
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
化
石

燃
料
を
燃
や
し
、
CO₂
を
排
出
し
ま

す
。深
刻
化
す
る
温
暖
化
問
題
を
視

野
に
入
れ
れ
ば
、別
の
処
理
方
法
へ

の
転
換
が
急
が
れ
ま
す
。

 　
2
0
1
8
年
度
に
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い
て
再
商
品

化
事
業
者
に
処
理
委
託
さ
れ
た
容

器
包
装
プ
ラ
の
総
量
は
全
国
で 

64
・
7
万
ト
ン
、そ
の
う
ち
37
・
1

万
ト
ン
が
材
料
リ
サ
イ
ク
ル
、
27
・

6
万
ト
ン
が
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
に
回
さ
れ
、容
器
包
装
に
つ
い
て

は
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
ゼ
ロ

で
し
た
。神
奈
川
県 

内
で
は
5
市

6
町
が
材
料
リ
サ
イ
ク
ル
、 

12
市 

5
町
1
村
が
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
、
2
市
が
両
方
に
よ
る 

処
理
で

し
た
。一
方
、製
品
プ
ラ
を
回
収
し
、

資
源
化
を
図
っ
て
い
る
の
は
、現
状

で
は
鎌
倉
市
・
藤
沢
市
・
綾
瀬
市

に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

 　
神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
は
、
今
年
度

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
上
げ
、自
治
体

の
プ
ラ
ご
み
資
源
化
策
、容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
現
状
な
ど
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。レ
ジ
袋
な

ど
の
容
器
包
装
プ
ラ
に
限
定
せ
ず
、

様
々
な
種
別
の
プ
ラ
問
題
に
向
き

合
う
対
策
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

飲料用ボトル
その他プラボトル類
容器類（調味料容器、トレイ、カップ等）
ポリ袋
カトラリー
（ストロー、フォーク、スプーン、ナイフ、マドラー）
漁網、ロープ
ブイ
発泡スチロールブイ
その他漁具
その他プラスチック
（ライター、注射器、発泡スチロール片等）

7.3％
5.3％
0.5％
0.4％

0.5％

41.8％
10.7％
4.1％
2.7％

26.7％

100％

12.7％
6.5％
0.5％
0.3％

0.5％

26.2％
8.9％
14.9％
2.6％

26.9％

100％

　　　　　　　　　　　　分類　　　　　　　　　　　　 重量　　 容積

環境省による海洋ごみの実態把握調査（2017年度）
―漂着ごみ（プラスチック類のみの）種類別割合　

日本のプラスチックの処理状況
                        （2017年度）

出典：中央環境審議会循環型社会部会プラスチック資源循環戦略小委員会（第３回）資料

　　

出典：（一社）プラスチック資源循環協会
四捨五入しているので100%にはなりません
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